
金
部
古
蹟
志
巻
十
四

町
と
稀
し
た
り
け
ん
。
明
治
四
年
四
月
戸
籍
編
成
の
際
里
見
町
へ
属

せ
り
。

。

議

屋

橋

金
津
橋
梁
記
に
、
赤
ね
橋
、
立
町
う
ら
。
と
あ
り
。
此
の
橋
は
茜
屋
小
路

と
桁
木
畠
と
の
境
た
る
倉
月
用
水
川
に
架
け
た
る
往
来
橋
也
。
奮
停

に
一
宮
ふ
。
昔
茜
屋
理
右
衛
門
出
問
染
を
・
な
し
た
る
頃
、
此
の
橋
下
の
流

に
て
染
物
を
ぽ
洗
濯
せ
り
。
故
に
茜
屋
橋
と
も
茜
橋
と
も
呼
ぺ
り
'

と
。
叉
一
名
を
刑
部
橋
共
呼
ぺ
り
。
そ
の
さ
き
中
村
刑
部
の
邸
宅
あ

り
し
故
に
掛
僻
し
た
り
と
。
今
は
此
の
名
絶
え
て
知
る
も
の
た
し
。
又

一
訟
に
は
、
此
の
橋
昔
は
板
僅
に
三
枚
を
並
ぺ
橋
と
・
な
し
た
り
o
故

に
三
枚
橋
と
呼
ぺ
り
。
此
の
名
も
今
は
知
る
人
な
し
。
思
ふ
に
、
い

に
し
へ
此
の
地
漣
締
木
の
畑
地
左
り
し
比
の
事
た
ら
ん
か
。
叉
賓
暦

八
年
の
金
調
停
固
に
‘
橋
番
人
の
家
と
て
橋
爪
に
記
載
す
れ
ど
、
此
の
・

橋
に
橋
番
人
は
た
し
。
鎗
聞
の
翻
訳
也
o

右
橋
爪
の
家
は
も
と
一
戸
た

り
し
か
ど
、
貸
暦
十
二
年
九
月
割
家
を
た
し
、
二
戸
と
た
し
、
今
も

あ
る
也
1

0
中
村
刑
部
醤
邸

蛸
問
屋
小
路
西
側
の
地
面
は
残
ら
宇
中
村
刑
部
の
邸
地
た
り
し
を
、
子

孫
関
知
し
て
数
家
に
分
れ
.
邸
地
も
随
っ
て
割
地
し
て
、
同
姓
敏
家

並
び
建
ち
居
住
せ
り
と
云
ふ
。
故
に
延
貨
の
金
津
闘
に
は
と
h
k
掲

げ
た
る
如
〈
描
け
り
。
叉
元
総
六
年
の
士
幌
に
、
中
村
平
六
竪
町
あ

か
ね
や
町
、
中
村
摘
三
右
衛
門
竪
町
協
田
知
左
衛
門
近
所
、
中
村
竹

松
踊
三
右
衛
門
近
所
.
中
村
吉
郎
兵
衛
竪
町
脇
田
小
左
衛
門
向
、
中

村
三
郎
左
衛
門
竪
町
星
見
七
左
衛
門
近
所
。
危
ど
L
載
せ
た
る
は
、
皆

中
村
刑
部
の
子
孫
な
り
。
明
治
維
新
の
際
ま
で
中
村
氏
二
名
倫
居
住

せ
し
か

E
、
途
に
悉
く
退
去
せ
り
。

。
中
村
刑
部
家
正
侮

中
村
刑
部
家
正
が
父
は
中
村
肥
前
と
云
弘
、
字
喜
多
中
納
言
秀
家
の

家
士
に
て
、
家
正
も
初
め
次
郎
兵
衛
と
mm
し
、
字
菩
多
家
に
仕
へ
た

り
。
家
稽
に
云
ふ
。
刑
部
家
正
、
初
め
字
喜
多
家
に
於
て
家
老
の
人

々
と
不
和
に
成

p
、
関
ヶ
原
合
践
の
前
秀
家
卿
の
内
意
に
よ
り
備
前

を
立
退
き
浪
人
と
成
り
、
後
加
州
へ
来
り
け
る
慮
、
利
長
卿
越
中
五

ナ
山
へ
遁
さ
れ
し
が
、
慶
長
七
年
召
返
さ
れ
‘
家
総
二
千
石
を
賜
は

り
、
足
輝
頭
を
勤
め
、
寛
永
十
三
年
波
す
。
と
あ
り
。
関
屋
政
容
の

古
兵
談
に
云
ふ
。
備
前
字
菩
多
中
納
言
秀
家
は
領
園
備
前
・
備
中
・
美

作
・
播
康
の
内
合
八
十
高
石
の
大
名
に
て
.
、
秀
吉
公
の
御
智
也
。
安
土

企
部
古
蹟
志
巻
十
四

に
て
利
家
卿
の
御
娘
子
を
誕
生
あ
る
と
.
共
健
養
子
に
被
v
成
.
秀
家

ヘ
被
v

嫁
た
り
。
依
v
之
威
勢
強
〈
‘
生
得
才
褒
に
し
て
武
勇
も
備
は
り

『
権
回
略
》

し
故
、
御
名
代
と
し
て
朝
鮮
へ
渡
海
し
、
過
砲
を
好
ま
れ
し
人
た
り
。

朝
鮮
に
て
、
諸
大
名
を
野
中
に
五
百
飴
入
、
木
具
仕
立
に
て
振
舞
給

ム
ゃ
う
成
る
人
也
。
是
に
依
り
て
金
銀
を
好
み
‘
中
村
弐
郎
兵
衛
と

一
宮
ふ
者
出
頭
し
て
所
帯
を
約
や
か
に
し
、
圏
中
へ
繰
役
を
掛
け
金
銀

を
集
む
る
。
国
の
仕
置
も
大
方
次
郎
兵
衛
す
る
た
り
。
譜
代
の
家
老

戸
川
肥
後
守
・
花
房
志
摩
守
・
字
喜
多
左
京
・
長
般
越
中
四
人
也
。
次

郎
兵
衛
と
問
悪
敷
‘
後
に
は
家
老
不
和
に
成
り
、
四
人
左
が
ら
備
前

を
立
退
き
‘
直
に
徳
川
家
康
公
へ
行
き
、
長
舶
の
外
三
人
は
家
康
被
ι

召
抱
吋
固
定
に
付
家
康
と
秀
家
と
中
よ
か
ら
宇
。
石
田
飢
の
時
も
無
二

の
石
田
方
也
。
右
中
村
次
郎
兵
衛
、
後
に
前
岡
家
へ
被
a
召
出
一
中
村

刑
部
と
改
名
す
と
、
備
前
浪
人
芳
賀
宗
恵
語
る
と
。
叉
秀
家
関
ヶ
原
の

時
三
成
と
一
味
に
依
り
て
、
八
丈
嶋
へ
遠
流
。
家
砲
の
儀
は
.
大
身

は
た
ら
宇
、
小
身
者
は
縫
に
て
も
可
ν
被
v

一
治
と
被
a
仰
出
-
た
り
。
秀
家
惑

大
将
ゆ
ゑ
人
を
御
見
知
念
く
、
中
村
次
郎
兵
衛
勝
手
の
間
り
を
上
手

に
設
し
、
金
銀
を
取
上
ぐ
る
事
許
工
夫
仕
る
者
を
念
比
に
被
v
成
、
武

道
の
用
に
立
つ
者
は
一
回
御
見
知
た
き
に
依
り
て
、
此
時
に
御
行
賞




